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教育への貢献 

Best Presentation Award 受賞者 

Mr. Shogo Onishi (Tohoku University, Japan) （写真：左から三番目） 
Mr. Fu Wei Quah (Tokyo University of  Agriculture and Technology, Japan) （写真：右から三番目） 
Mr. Shingo Nakamura (Tohoku University, Japan) （写真：左から二番目） 

 
  

2014 年 10 月 8 日から 10 日にかけて仙台国際センターにおいて、Eleventh International Conference on Flow 
Dynamics 「第 11 回流動ダイナミクスに関する国際会議」が開催され、19 か国から 583 名（外国人 183 名）

の方々が参加し、390 件の発表がありました。学生の参加者数は、303 名で、海外からの学生参加者数は 75 名で

した。 

ICFD:国際的若手研究者育成の場 

Best Presentation Award 
 
 
10 月 8 日から 9 日の 2 日間におよび、

学生が主体となって行われた学生セ

ッション。 
 
教員および参加者による投票で、学生

セッション発表者 73 名の中から選ば

れた 3 名の学生に Best Presentation 
Award が授与されました。 
 
10 月 9 日に行われたバンケットにお

いて、表彰式が行われ、共同議長であ

る Prof. Fredrik Lundell より賞状の

授与がありました。 

「国際的若手研究者育成の場」 

ICFD に参加し、発表し、活発に議論を行い、自身の研究分野だけ

でなく、他分野の発表を聴講することで、また新たな側面を発見し、

刺激を受け、また一年間研究に邁進する。良い流れが定着してきた

学生セッション。 
 
ポスタープレゼンテーションでは、昨年の反省を踏まえ、聴講用の

椅子を多めに用意したにもかかわらず、立ち見がでるほど。ポスタ

ー発表では、当初の想定よりも聴講者が多く、設置していたポスタ

ーボードの間隔を急きょあけての発表となりました。どの発表も白

熱したものとなり、色々な国の学生が集い、自分の思いを英語で伝

え、聴講者にとっても、発表者である学生にとっても有意義な二日

間となりました。 
 
また、今年も昨年に引き続き、学生の教育活動の一環として「国際

会議聴講生」を募集しました。聴講後にレポートの提出を義務付け

学部学生を対象に、聴講生を募集。今年は、35 名の学生が申込み、

流体に関する様々な研究について聴講しました。英語力不足を実感

した者や、他分野を聴講することで、さらに知識の視野を広げた者

など、今後の自身の研究に対するモチベーションを向上させる良い

機会となりました。 



 

左：菊地亮太（学生オーガナイザー） 

真中：髙橋佑弥（学生オーガナイザー） 

右：佐藤寛是(学生オーガナイザー) 

学生セッションオーガナイザー を務めて 
 

東北大学 工学研究科 圓山・岡島/小宮研究室Ｄ2 髙橋 佑弥 
 

この度、学生セッションのオーガナイザーを務めさせて頂きました。このような大役を仰せつかり、当 
初は大変緊張しておりました。過去にオーガナイザーを務めた方々によって蓄積されてきた経験や、共に 
学生セッション運営を行ったコオーガナイザーの菊地君、佐藤君、また、諸先生方や事務局スタッフの皆 
様に助けられ、無事に学生セッションを開催することができました。 

Friendship Night 
参加資格があるのは、学生のみで、教員は不可という「学生の、学生による、学生のためのフレンドシップナイ

ト」。会議初日に行われ、大いに盛り上がりました。 

またオーガナイザーとして、特に学生の間に、 
ICFD へ参加できたことは、大きなプロジェクトの 
進行の経験を得る貴重な機会となり、今後の研究生活においても必

ず活かされるものと確信しております。 
 

ICFD の学生セッションでは、学生や若手研究者が互いの研究成果

について、特に海外からの参加者と議論でき、また、同時に

Friendship Night と呼ばれる交流会も開催しており、国内外問わず、

他大学の学生や若手研究者と交流を持つことができます。 
 

今後も ICFD 学生セッション、および Friendship Night が継続し

て開催され、より多くの学生、若手研究者の研究発表、交流の場と

なっていくことを願っております。 
 

 



 

Twelfth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2015)  
開催のお知らせ 

 

 

第 12 回流動ダイナミクスに関する国際会議を下記の通り開催致します。 

是非、ご参加下さいますようお願い申し上げます。 

日にち：平成 27 年 10 月 27 日（火）～ 10 月 29 日（木） 
場 所：仙台国際センター(仙台市青葉区青葉山無番地 http://www.sira.or.jp/icenter/english/index.html) 

U R L: http://www.ifs.tohoku.ac.jp/icfd2015 
ICFD 事務局：東北大学流体科学研究所内 ICFD 事務局 (仙台市青葉区片平 2-1-1) 
       TEL&FAX: 022-217-5301  E-mail: icfd2015@fmail.ifs.tohoku.ac.jp 

See you at ICFD2015! 
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